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Ⅱ方法
1）調査地と対象者
調査地は，石川県能登半島の北部に位置する奥能
登地域を選定した。奥能登は珠洲市，輪島市，能登
町,穴水町の2市2町からなり，古来より農林水産業，
食文化，祭礼などが盛んな地域である。特に平地の
少ない地理的条件から，傾斜地を利用した棚田と灌
概用のため池による稲作が営まれてきた。だが，日
本海沿岸の胄潮の存在は，この地域に高水温をもた
らし，稲作形成に影響を与え続けている。
2001ｲ4月穴水町以北の鉄道が廃線となり，現在，
能登半!'舟最奥部の珠洲市の人口は大正期よりも少な
い。2007年3月には穴水町,輪島市を中心に最大震度
6強を観測する能登半島地震を経験した。
その・方,2011年6月，中国北京で開催された世界
農業遺If(GIAHS)国際フォーラムにおいて，奥能
登を含む能登地域の伝承や里山里海の景観独自の
伝統が評価され，先進国で初めて新潟県佐渡市とと
もにtlt'鼎農業遺産に認定された2)。奥能登地域とし
ても深刻な過疎高齢問題を前に，かつての里lll里海
の面影に手をこまねいているわけにはいかなくなっ
た。改めて「地域らしさ」への挑戦を胎動させつつ
時が来たのである。
2）調査方法
本稲では，奥能登地域に暮らす人々（以下「居住
者」と1氾す）の語りから，自己の思考あるいは行動
を生み|Ⅱす心性が，どのように「地域らしさ」とし
て培われたのかを把握する。そこで，当該地域の居
住年数が長く，再帰的に地域を語ることが可能な40
代～60代を調査対象とした、
一人称で語られる経験は，地域社会に普遍的に存
在する'|賞習や作法を自覚した一人の自己を成立させ
ると考えられる。さりとて，自己の語りは抽象的に
過ぎると懸念する向きもあろう。だが，自己の経験
は現実そのものであり，内省的な語りは実に多くの
地域の,深題や問題を提示してくれる。故に，人々の
心性に勝む懸念や思いを把握することによって「地
域らしさ」の特徴や多様な可能性を読み解く本稿の
目的に合致している。
Ⅲ「地域らしさ」とは何か
近年,自治体による景観条例や景観基本計画では，
その基本理念として「地域らしさ」が掲げられる傾
向にある3)。しかし，「地域らしさ」の何たるかが明
記されることはない。
では一体，「地域らしさ」とは何か。この問いに対
して桑子(2016)は，地域空間の価値を見出すこと
だと言う。この桑子の整理に基づけば，「地域らし
さ」とは居住者の生活や慣習，あるいは地域の空間
に蓄積された歴史といった人間的営為の型と捉えて
良いであろう。例えば，自地域の伝統芸能や年中行
シンボル
事といった地域の象徴に接すると，無意識のうちに
も地域と自己の内省的意識とが深く連関し合うこと
で，我がまちらしいと誇りに思ったり，また，一層
の帰属意識を持つことがある。このような内省的な
心の習性について，フランス人政治学者トクヴイル
（2008）は，モレスの概念を打ち出した。トクヴイ
ルは，モレスを本来の風習の意味に適用させるだけ
でなく，人間の持つ様々な観念や人々の問で流通す
る種々の意見，そして精神の習！|負を形づくるもろも
ろの考えの総体に適用すると説明する。そして，人
びとの心の習慣が織りなす社会を展望する4)。
そこで，モレスと社会との関係性について，奥能
登の労働体系で説明したい。奥能登における半農半
漁の兼業形態については既に武田ほか(2013)の論
考があるが，他にも農業と漁業以外の就業を行う半
農半X(塩見,2003)や，複数の就業を兼ねる暮ら
しぶりがある5)(，都市の物差しで豊かさを図ろうと
する世の命題は，半農半Xの現状や，担い手不足の
高齢地域について，何もない地域であるとみなし，
さらに次節で見るように居住者自身さえもそう自認
する6)。しかし，結城（2009）が指摘するように，
時に半農半Xは貧しさの象徴と思われるが決してそ
うではない。自己のモレスがひとところだけに留ま
るような社会ではなく，むしろ農林漁業やその他の
多様な世界と自己の心性がいかに関われるのかが
「地域らしさ」につながろう。それについてはⅣの3）
でみていく。
Ⅳ．「奥能登らしさ」の解明
では奥能登の「地域らしさ」とは何か。本節では
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